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ま え が き
近ごろ永年作物の育種研究がすすめられているが,成 木の特性を苗木時代に見 出すことができれぽ












部 を昭和35年 秋季林学会支部大会 において報告( の)したが,さ らに調査 資料 をそろえて ここにと りまとめ
る こととした。
1材 料 と 方 法
本試験は京都 大学上賀茂試験地 のモ ウソウチ ク林(PhyllostachysedulisRiv.)で行つた。本試験
地 の最近5ケ 年 の気象状 態は,年 平均気温15.1°C,年 最高気温平均25.0°C,年 最低気温平均3.5°C鱒
温量指数(+)118.3(一)2.8,年間降水量 約1,800mmで ある。 また土質は きわめ てやせ てお り,地
形 は平坦 である。供試竹林 の林況 は,最 大 目通 り直 径11.Ocm,最 小 目通 り直径3cm,平 均 目通 り
直 径約8cmで,モ ウソウチ ク林 としては良林 とはいえない。
本試験竹林 におけ るタケノコの発生時期は3月 下旬 よ り5月 下 旬である。 したがつ て,本 調査 もこ
の期聞 に発生 した ものについて行 つた ものであるが,昭 和35年 の最初 の しらべは第1番 目のタケノコ
が発生 した3月25日 であ る。調査 の方法は,タ ケ ノコの縮 小葉 が地上 にあ らわれた とぎを もつて発筍
とし,毎 日タケ ノコの発生数を しらべ,そ のそばに,IOcm毎 にしるしをつけた長 さ40cmの ラベル
をた てて,こ れに発生 日やNo・ を明示 した。 タ ケノコを しらべる高 さについては,食 用 に供 され るの
は普通高 さ10cm(地 上)ま での ものであ り,四 角竹 をつ くるため に板権をはめ るのは高 さ30cmぐ
らい の ときであ る。そ こで,本 調査 では便宜上地上10cmの ほかに,20cmと30cmの高 さ(タ ケノ
コの高 さぱ地 ぎわか ら縮小葉 の先端 まで)に 伸 長 した ときを加え,3回 にわ たつ て,そ の都度 タケノ
コの地 ぎわの直径,形 状,縮 小葉 の状態,肩 毛 の状態な どを測定 し,記 録 した。つ ぎに,こ れ らのタ
ケ ノコが完全 に生長 を とげた と思われ る同年7月15目 に,成 竹 の根元直径(地 上10cmの ところを測
定),目 通 り直径,目 通 り節間長,枝 下高,枝 一ド節数 な どを測定 し,こ れ を もつ て生 長を完成 して成
竹 となつた ときの桿 の形状 とし,タ ケ ノコ時代 の形状 との関係 を検討 した。
丑 調 査 結 果
Aタ ケ ノコの地 ぎわ の直径 と,成 竹 となつた ときの
稗 の形状 との関係
1)タ ケ ノコの地 ぎわの直径 と,成 竹 となつ た とき
の目通 り直径
タケノ コの縮 小葉 が地上 にあ らわれ てか ら,そ のタ
ケ ノコが地上10cm,20cmさ らに30cmに 伸長 した
ときの地 ぎわの直 径 と,そ の タケ ノコが成竹 となつた
とぎの目通 り直径 との関係 はFig,1の とお りであつ
た。
Fig.1に よつ てわか るよ うに,タ ケ ノコが地.上10cmg
20cm,30cmの いずれ の ときにおいて も,と もに タケ
ノコの地 ぎわの直径 と,そ のタケ ノコが成竹 となつ控
ときの目通 り直径 とのあいだ には明 らか に相関関係が
み られた。すなわち,両 者闇 の相関係数は+0.86～ 舷
0.93を 示 し,正 のつ よい相関 が認 め られた。 ト
また両者 の関係式 よ り理論値 を算 出 し,タ ケ ノコが
生長を完成す る とき,ど のよ うな直径 にな るかをみ惟
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のがTable1で ある。なお,タ ケ ノコの地 ぎわの直径は タケの皮 に包 まれた ままで測定 した もので あ
孕り,成 竹 した ときの直径は タケの皮が とれたあ とに測定 した ものであ る。本調 査による と,タ ヶノ コ
の地 ぎわ の直径 と,成 竹 となつた ときの 目通 り直径 とを比 べた揚合 に,タ ケ ノコが地上10cmに なっ
た揚合の地 ぎおの直径 は,成 竹 の 目通 り直径 に比べ ると1～3cm小 さい(タ ケ ノコの直径5～8c皿
の範囲で)。 タケ ノコが地上20cmに なつた揚 合の直径(8～11㎝)は 成竹 の 目通 り直 径 とほ とん ど
等 し くな る。 また,タ ケ ノコが地上30cmと なつ
た場合 の地 ぎお直径は,成 竹 の目通 り直径 よ りも
それぞれ1.5cm・ ぐらい大 き くなる(タ ケノコの直
径5～13cmの 範 囲で)。 す なわ ちタケ ノコの地 上
高20cmぐ らいになつた ときの地 ぎわ直径が,成
竹 となつた ときの 目通 り直径に もつ と もちかい 太
さにな ることは注 目すべ きであ る。
2)タ ケ ノコの地 ぎおの直 径 と,成 竹 となつ た
ときの根 元(地 上10cm位 置)直 径
タケノ コ時代の地 ぎわ直径階別 に,成 竹 となつ
た ときの根元(地 上10cm)直 径 の関係を図示 す
ると,Fig・2の とお りであつた。
Fig.2に よつてわか るよ うに,タ ケノ コの地 ぎ
わ直径 と,成 竹 となつた ときの根 元直 径 とのあい
だは,目 通 り直 径 の場合 と同様に,明 らかに相 関
関係が認め られた。すなわち,両 者 のあいだ の相
関係数 は+0,88～+0.95で,つ よい正 の相関 を
示 した。
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このよ うに,タ ケノコ時代 の地 ぎわ の直径 と,成 竹 となつた ときの 目通 り直径や根 元直径 とは明 ら
かに正の相関関係 のある ことがわかつた。Fig・3は タケ ノコが完全 に成竹 したのちの 目通 り直径 と根
元直径 との関係 を示 した ものであ るが,こ の図によつ てわか るよ うに,両 者のあいだ の相関係数は+
0.99を 示 し,き わめ てつ よい正 の相 関関係が認 められた。 したがつて,モ ウソウチクの成竹 は 目通 り
直径 よ りも根 元直径の方が常に大 きい ことがわか る。 また,タ ケ ノコの地 ぎわ直径 と成竹 の根 元直径
とがやや等 し くなるのは,タ ケ ノコが地上30cmぐ らいに伸長 した ときのタ ケノコの太 さが9～12cm
の ときである ことがわか り,こ の関係 は人工 的に板椹 をは めて四角竹 をつ くる うえの参考 にできる。
3)タ ケ ノコの地 ぎわ直径 と,成 竹 となつ た ときの竹桿長
これ までは タケノコの直径 と,成 竹 となつた ときの直径 についてみ て きたが,さ らに,成 竹 となっ
た ときの竹桿 長 との関係 についてみ るこ とにす る。
喚般 に,モ ウソウチ クの竹桿長は極 端に細 い不良竹
であつて も5～6m以 上 もあ り,直 径が7cm以 上
にな ると,そ の竹桿長は10m以 上 におよぶ。 その(ゆ)う
え,竹 桿の上部 はつね に大 きくわん曲 してい るので,
実際竹林 に入つ て立竹 のまま正確 に竹桿長 を測定す
るこ とは きわめて困難 である。 したがつ て,本 調査
では過去 の研 究結果(のコ)を適(ヨエ)用し,計 算 によつて竹桿長
を求 める ことに した。そ の計算式はH=2.25D⑪.7763
た だ しH=竹 稗長,D=目 通 り直径であ る。
Fig・4は タケ ノコの地 ぎわ直径 と,成 竹 となつた
ときの竹稗長 との関係 を示 した ものである。 図によ
つ てわかるよ うに,タ ケ ノコが地上高IOcm20cm,
さらに30cmに 伸長 した いずれの ときにおい て も,
タ ケ ノコの地 ぎわ直径 と,成 竹 した ときの竹 稗長 と
のあいだには密接 な関係 がみ とめ られた。す なわ ち,
両者 の相関係数 は+0.83～+0.91を 示 し,目 通 り
直 径や根元直径 と同様 につ よい正 の相 関関係 が認 め
られ た。
A、 δL,_!ハ ↓山 ゼt!八7≠ ずπ1r鼻 ムL,晶__L}v_,枝 下高および枝下節数など
竹稗の利用にあたつては,桿 の未落ちがす くなく,そ のうえ枝下高が高いことなどが良材として求
Table1.TheoreticalvalueofthematuredculmsclassifiedbythediameteratthebaseofsproutswhentheirheightislOcm>20cmand30cmhighabovetheground、
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め られ る。 このため には枝下高や枝下節数 な どが,タ ケ ノコ時代 の形状 とどの よ うな関係 にあるのか
検討 する必要が ある。
Fig・5お よびFig・6は タケノコの地 ぎわの直径 と,成 竹 となつ た ときの枝下高 と枝下節数 の関係
を図示 した ものであ る。 これに よると,タ ケノコの大 きさが地上10cmの とき も,20cm,さ らに30cm
に伸長 した とき も,と もに タケノコの地 ぎわ直径 と,成 竹 した ときの枝下高や枝 下節 数 とは密接 な関
係 のあ ることがわかつた。すなわ ち,タ ケ ノコの地 ぎわ直径 と,成 竹 した ときの枝下高 との相 関係数
は+0.71～+0.80で あ り,ま た枝下節数 との相関係数は+0.75～+0.90で,ともにつ よい正 の相
関が認め られ た。す なわち,タ ケ ノコの地 ぎわ直径が太 くな るに応 じて,成 竹 となつた ときの枝下高
は高 く,枝 下節数は多 くなつてい る。
なお,タ ケ ノコ時代 の地 ぎわ直径 と,成 竹 となつた ときの根 元直径 に対す る 目通 り直径 の割合や,
竹桿長に対す る枝下高 の割合な どのあいだの関係 は うすかつた。
以上Aの 項 では,タ ケ ノコが地上10cm,20cm,30cmのいずれ のときにおいて も,そ れ ぞれ の と
きの地 ぎわ直 径 と,そ のタケ ノコが成竹 となつた ときの目通 り直径,根 元直径,竹 稗長,枝 下高お よ
び枝下節数 とのあいだ には明 らかな相関関係 が認 め られた。それ らの関係式 よ り,タ ケ ノコの地 ぎわ
直径階別成竹 の形状 の理論 値を算 出 し,こ れ をTable1と した。
Bタ ケ ノコの形,縮 小葉 の状 態,簿 耳 や小舌 の毛 の色 な どと,成 竹 となつた ときの形状 との関係
1)タ ケノコの形 と,成 竹 となつた ときの形状
タケノコの形 と,成 竹 となつ た ときの形状 との関係をのべ るまえに,ま ず,タ ケノコには どのよ う
な形 があつて,成 竹 となる本数 とどの
よ うな関係が あるか についてみ ること
にす る。 タケ ノコの縮 小葉 の先端が地
上 にあ らわれてか ら,IOcm,20cm,30
cmと 伸 長 してい く過程 には,い ろい
ろの形の移 りかわ りがみ られ る。 そこ
で本調査 ではFig.7に 示 した よ うに,
タ ケノコ時代 の形を大体次の3種 類に
大別す る ことに した。す なわ ち,
A型:縮 小葉 やタケ ノコが まつす ぐに伸長 している もの(Uprighttype)
B型:タ ケ ノコの先端部や縮 小葉 がわ ん曲 しなが ら伸長 してい る もの(ToP-crookingtyPe)
C型:タ ケ ノコ全体 が大 き くわ ん曲 しなが ら伸長 している もの(CrookingtyPe)
Table2.Nunberofmaturedculmsclassifiedbytheformsofsproutsanditsrate
FormsofABC












Table2は タケ ノコの大 きさ別 に,タ ケ ノコ時代の形 と,そ のタケ ノコが成竹 となつた本数 とその
割合を示 した ものであ る。 これに よつてわかるよ うに,タ ケノコの形 を3種 類 に大別 してみた とき,
まつす ぐに伸長 していたA型 の タケ ノコは,地 上高10cm,20cm,30cmと伸侵 したいずれ の場合 で
も半数以上 の本数 を しめてお り,先 端部 の曲つたB型 の タケノコや,全 体 にわ ん曲したc型 のタケノ


















これ ら3種 類 の タケノコの形 と,そ のタケ ノコが成竹 となつた ときの 目通 り直径 との関係 をみ ると
Table3の とお りであつた。す なわ ち,B型 やC型 の タケノコは,ま つす ぐに伸長 していたA型 の タ
ヶノコよ りも地 ぎわ直径は大 きく,し たがつて成竹 となつた ときの 目通 り直径 は太 くなる傾 向がみ ら
れた。 また,Table4の 根元直径 におい て も目通 り直径 と同様の傾向がみられ た。 さらに枝下高にお





























要すに先端部が曲つていたB型 のタケノコや,全 体にわん曲していたC型 のタケノコは,ま つすぐ
に伸長したA型 のタケノコよりも成竹 となつたときに,目 通 り直径や根元直径はやや太 く,枝 下高も
高 くなる傾向がみられた。
2)縮 小葉の状態 と,成 竹 となつたときの形状
タケノコの皮の先端にある縮小葉 と,成 竹 となつたときの形状 との関係をみるまえに説明の都合上,
各部分の名称についてふれておこう。 聖
タケノコの皮は簿,あ るいは#"身(なノリリほノゴノご),Culmsheath(ノリノサノ)な
ど といわれている。 また,モ ウソウチ クや マダケなど
のPhy--。 、・。,hy嘱 蠣 には,漸,あ るい蝶 耳B)
Auricleな どといわれ る ものが あ り,多(の)くは毛が生え
ている。 さらに簿 と縮 小葉 のあいだ の内側には小舌,
Liguleが あ り多(の)くは毛を密生 す る。 このよ うに各部分
の名称は まちまちであ るが,こ こでは タケノ皮(Cul'
msheath),縮 小葉(Sheathblade),簿 耳(Auricle),
小舌(Ligule)を 用 いるこ とに した。Fig.8はF・A・
M,Cl。,9e)の スケツチ よ りモ ウソウチ クのタケの皮 の先・
端部を転写 し,各 部分 の名称 を示 した ものであ る。
皮の先端部にある縮小葉は竹種によつて,そ の形状1
や ちぢれ方は さまざ まであ る。竹 内(の)は,メダケ属やヤ
ダケ属はちぢれないが,マ ダケ属 のクロチ ク,ハ チ}
ウンモ ンチ クはちぢれ方が 顕著 であ り,マ ダケ,モ ウ
ソウチ クな どはあ ま りちぢれ ない といい,さ らに,こ
れ ら縮小葉 のちぢれ方 は,タ ケ ノコの節間の生長 に関
係す るとのべ ている。 これ らの点 よ りみ ると,縮 小葉,
の状態 と,そ の タケ ノコが成竹 となつた ときの形状 と
のあいだには何 らかの関係 があ るよ うに考 え られ たの
で,本 調査 では縮 小葉 の長 さ,そ の開 き程度,そ の色締
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調 の3つ についてみ ることに した。
まず,縮 小葉 の長 さと成竹 となつた ときの 目通 り直径 との
関係をみる とFig・9の とお りである。 これ によつ て も明 ら
かなよ うに,縮 小葉 の長 さと,成 竹 となつた ときの 目通 り直
径 との相関係数は,タ ケノコが10cmの とき+0.24,20cmの
とき+0.23,30cmの とき+0.31で ともに関係 は うすい。 ま
た,枝'下 高 との相関係数 も,1Ccmの とき+0.19,20cmの と
き+0。07,30cmの とき+0.25で 目通 り直径 と同様 に,ほ と
ん ど両者は関係が なかつ た。 したがつて,モ ウソウチ クでは,
縮 小葉 の長 さによつ て,成 竹 となつた ときの形状 を予測す る
ことは きわ めて困難 であることがわかつた。
.
Lengthofsheathbla(k}・,
っぎに,縮 小葉 の開 き程度 と,成 竹 となつた ときの形状 との関係 につい てみる と,Fig・10に 示 したよ
うに,そ の開 き程度に よつ て次の3種 類 に大別す ることがで きる。
A型:縮 小葉 を閉 ざ してい る もの(Closing)
B型:縮 小葉をやや開いてい る もの(Ratheropening)














まず,縮 小葉 の開 き程度別 に,成 竹 となつた ものの本数 と,そ の開 き程度別 の本数の割合が どの よ
うになつ ているか をみ る とTable6の とお りであつた。す なわ ち,タ ケノコが地上高10cmに 伸長 し
たときについてみ る と,B型 の タ ケノコが成竹 となつた本数 は約半数を しめ,つ いで閉 じていたA型,
開いていたC形 の順位 となつていた。 しか し,タ ケノ コが20cm,30cmと 伸長するにつれ て,縮 小葉
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これ らの傾向を念頭 に入れて,縮 小葉 の開 き程度 と成竹 した ときの状形 との関係 をみ ることにする。
まず縮 小葉 の開 き程度別 に,成 竹 となつた ときの 目通 り直径 をみ る と'Table7の とお りとなつた。
すなわち,タ ケノコが地上高10cmに 伸長 した とぎにB型 であつた ものが成竹 した ときは もつ とも太
くな り,つ いでA型,C型 の順 となつ た。 また,タ ケ ノコが20Cmに 伸長 した ときには,10cnlの 場
合 と同様にB型 の タケ ノコが もつ とも太 くなつたのであ るが,つ いでC型,A型 の順 にかわつ た。 さ
らに,タ ケノコが30cmに 伸長 した ときに,B型 とC型 のタケ ノコであつた ものは,成 竹 した ときに



















また,縮 小葉 の開 き程度 と,成 竹 となつた ときの伎 ド高 との関係をみる とTable8の とお りであ
つた。す なわ ら,タ ケ ノコが地上 高10cmの ときにA型 やB型 であつ たタケ ノコは,成 竹 となつたと
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きにはC型 のタケ ノコよ りもやや高 くな る傾向がみ られ,ま た,タ ケノコが地 上高20cm,30cmと 伸
長す るにつれて,10cmの ときとは逆に,B型 やC型 の ものはA型 よ りも枝下 高が高 くなるよ うで あ
った。
以上,縮 小葉 の開 き程度 と,成 竹 となつた ときの 目通 り直 径や枝下 高 との関係 を考 えあわせ ると,
タヶ ノコが地上 高10cm,20cm,30cmといずれ の伸長期 にお いても,縮 小葉 をやや 開いていたB型 の
タケ ノコが成竹 となつた ものは,そ の 目通 り直径は太 く,枝 下高 も高 くなる傾 向がみ られた。 しか し
地上高10cmの ときに縮 小葉 を閉ざ していたA型 の タケ ノコの うちには,成 竹 した ときにかな り太 く
なる もの もあ り,ま た,20cm,30cmと 伸長 した ときに縮小葉を次第 に開 いて不良竹 になる もの もあ
った。 さらに,地 上 高10cmに 伸長 した ときに,す でに縮小葉を完全 に開 いていたC型 のタケノ コは,
成竹 となつた ときにはおおむ ね不良竹 になる ものが多いよ うであつた。
要 するに,タ ケノコの長 さ10cm程 度 のときに,縮 小葉 のやや開 いていた ものには,稗 の太い成竹
とな るものが 多いが,す でに縮小葉 の開い ていた ものには不 良竹 とな るものが 多い よ うである。 しか
し,縮 小葉 を閉 したA型 のタケ ノコで も,な か には良竹 にな るものや 不良竹 になる もの もみ られ るの
で,縮 小葉 の開 き程度 だけ を成竹 した ときの形状 予測 の 目途 とす る ことは さけ なけれぽ な らない。
縮小葉 の色 は,タ ケ ノコの大 きさや伸長 の旺盛 さな どによつてちが うよ うで あるが,主 として,黄
色,黄 緑色,緑 色,濃 緑色,う す褐色の部分 と黄緑色の部分 のあ る もの,全 体 に黄褐 色の ものな どが
ある。本調査 では便宜上 よ く似た色を集め て,次 の4つ に大 別 した。
a.黄 色,黄 緑色 あるいは緑色 の もの
b・ 黄色,う す緑色,緑 色 に うす褐色,黄 褐色,褐 色の混つた部分 のある もの
C.黄 褐色か緑褐色の もの






























Table9は 縮小葉 の色別 に,成 竹 となつた ときの 目通 り直径 を示 した ものである。す なわ ち,タ ヶ
ノコが地上高10cmに 伸長 した ときに,縮 小葉 の色が黄 色,う す緑色,黄 緑 であつ たタケ ノコが成竹1
した とき,そ の 目通 り直径 の平均値は他の色の タケノコよ りも太 くな る傾 向があつた。 また,タ ヶノ噛
コが20cm,30cmと 伸長 した ときに も,10cmの ときと同様の傾 向が み られ た。 しか し,そ の直径分
配 をみる と,黄 色,黄 緑色,う す緑色の他 に も,か な り太 くなる もの も多 く,ま た,黄,黄 緑系 であ
つて も細 くな るもの もみ られ る ことか ら,タ ケ ノコ時代の縮小葉 の色が黄色系 の ものは タケ ノコ時代
の直径 の大 きい ものが 多 く,ま た他の色の タケノコよ りも概 して生長が旺盛 であろ うと思われ るが,
それ らのタケ ノコが成竹 した ときの竹桿 の良否については一定の傾向を示 してい る とはいえない よ う1
に考 えられ る。





















モ ウソウチ クの タケノコの簿耳 および小舌 には,黄 色や黄褐色,あ るいは褐色な どの多 くの長 毛が
あ る。 この長 毛の色 と,成 竹 となつた ときの 目通 り直 径 との関係 をみる とTable10の とお りであつ
た。 まず タケノコが地上高10cmに 伸長 した ときの毛の色 と,成 竹 となつた ときの 目通 り直径 との関
係 をみる と,毛 の色が うす黄色や黄色であつた タヶノコは平均 目通 り直径8.2cmで もつ とも太 く,
つい で黄褐 色,褐 色,紫 色の順に細 くなつ ていた。また タケ ノコが地上20cmに 伸長 した ときで も,
や は りうす黄色 や黄色 であつ た もの と,褐 色であつた ものは平均 目通 り直径9cm以 上の太 さとなつ
ていた。 このよ うに,タ ケノコが10cm,20cmの あいだ では毛の色が うす黄色や黄色 であつた ものは
他 の色 の もの よ りも太 くなる傾向がみ られ た。 しか し,タ ケ ノコの伸長 と毛の色 の変 化をみる と,タ
ケ ノコが地上10cm,20cm,30Cmと伸長す るにつれて黄色 か ら次第 に黄褐 色,褐 にかわつ てい く傾
向がみ られ るので,簿 耳 と小舌の毛 と,成 竹 となつた ときの形状 との関係を明瞭にす ることは きわ め
て困難 であるが,本 調査結果 では,タ ケノコの樺耳や小舌 の毛が黄色や黄褐 色であつた ものは,褐 色
や紫色であつた ものよ りも概 して生 育が良い よ うに思 われ た。
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皿 考 察
ここでは本調査結果 を実際の竹林 経営に応用す る場 合について考察 を加 える ことにす る。
まず竹林の改良や良竹 の増産を 目的 として,タ ケノ コ時代に良竹 となるタケ ノコをの こし,不 良竹
となるタケ ノコを間引 きす るとき,タ ケノコが地上 約10cmま での うちに堀 りとるこ とが望 まれ る。
それは,タ ケ ノコが地上IOcmま での うちは,そ の大部分が地 中にあるのでやわ らか く,食 用に供す
るこ とが可能であ るとともに,小 さい うちに間引 きす ることによ り,養 分 の消失をす くな くす る こと
がで きる と考え られるか らである。本調査結果では,タ ケノコが地上10cmに 伸長 した ときの地 ぎわ
直径 と,そ の タケ ノコが成竹 となつた ときの 目通 り直径 や竹稗長 な どのあいだにはつ よい正の相 関関
係が認 められ,こ れ らの関係式 よ り理論値 を算出す るこ とがで きた。 これ による と,タ ケ ノコ時代 の
地 ぎわ直径が大 きい ものほ ど,成 竹 した ときの形状 はす ぐれ ることがわかる。 したがつ て,タ ケ ノコ
の大部分が地 中にあつて,そ の先端部が約10cm地 表にで ていた ときの大 き さを測定す る ことに よつ
て,そ のタケ ノコが成竹 となつた ときの形状 を予測 で きるので,間 引 くタケ ノコや,の こす タケ ノコ
を早 期に見わ け られ,き わ めて経済 的であ る。
また タケノコを間引 くこ とによつ て,ト マ リタケ ノコをす くな くできる もの と考 えられ る。す なわ
ち過去 の研究結果(のの)を総合(のの)する と,ト マ リタケノコの発生 は地下茎 中の貯蔵養分の多少 と,そ の養分 の
補給 にあ ると考 えられ るので,不 良竹 になる タケ ノコを闇引 くことに よつて,地 下茎 中の貯蔵養分 の
消失 をす くな くし,良 竹 にな るタケノコへ その養分を補給す ることがで きる と考xら れ る。その他,
モ ウ ソウチ ク林 にみ られ るはげ しい豊 凶(の)も,タケ ノコの間引 きに よつてある程度緩和 される と思われ
るが,こ れ らにつ いては 目下実験 中なので後 日明 らかに した い。
なお,タ ヶノコ時代 に,成 竹 となつた ときの形状 を見 わける参考資料 として,タ ケ ノコの先端 部が
やや 曲つている もの,縮 小葉が やや開 いてい て,そ の色 が黄色味 をおびた緑色 の もの,簿 耳や小 舌の
毛が黄色味 をおびた ものな どは良竹になる こともあげ られ よ う。
つ ぎに タケ ノコが地上30cmに 伸長 した ときの地 ぎわ直径 と,成 竹 となつた ときの直径 とのあいだ
にはつよい正 の相関関係があ る ことを応用 して,人 工 四角竹 をつ くる うえの参考に なるこ とについ て
ふれ よ う。
一般 に四角竹製作用の板椹のサ イズは,成 竹 となつた ときの直径 に合すた めに,根 元 を大 き くし,
先端 にむ かい幾分小 さ くしてい る。 しか しモ ウソウチ クの竹桿の根元は とくに太いので,ふ つ う板枢
の下端 のサイズは,成 竹 となつた ときの 目通 りに合す よ うにつ とめ てい る。例 えば,成 竹 した ときに
目通 り直径8cm以 上 にな る と思われ るタケノコで四角竹 をつ くる場合,タ ケノ コが地上30cmの と
き,板 椹 の下方のつ ぎ目が約1.5cmぐ らいすき聞 を生ず る程度 につ よ く板椹 を さしこむのを通例 と
す る。 このよ うなサ イズの合せ方 は,Table1の タケ ノコ時代の地 ぎわ直径 と,成 竹 となつた ときの
目通 り直径や根元直 径 との関係式 よ り求 めた理論値に よつ て も知 ることが で きる。 なお,タ ケノコが
地上30cmぐ らい に伸長 した ときが,板 椎 の安定 を保つ のに も都合が良い。
IVむ す び
以上 各項 でのべた結果 は,竹 林 経営上 きわめ て有意義 であ ると考え られ るが,本 調査結果は 目通 り
直径3～11㎝ の竹林 で得 た ものであ り,今 後 さらに資料 を増 や して補正 したい と思つ てい る。
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V摘 要
本 報告は,タ ケノコ時代 の形状 と,そ の タケ ノコが成竹 となつた ときの形状 との関係を知 るため,
京都大学上賀茂試 験地 のモ ウソウチ ク林 にお いて調査 した結果 を取 りま とめた ものである。その結果
を要約す るとつ ぎの とお りである。
1.タ ケ ノコが地上10cmに 伸長 した ときの地 ぎわ直径 と,そ の タケ ノコが成竹 となつた ときの 目 嘱
通 り直径,根 元直径,竹 桿長,枝 下高 な どとのあいだは相関係数+0.71～+0.95を 示 し,つ よい相関
関係 が認 め られ た。 したがつ て,タ ケノコの大部分が地 中にあつ て,そ の先端部の10cmが 地上 にあ
らわれた ときの地 ぎわ直径 を測定す る ことによつ て,そ の タケノコが成竹 となつた ときの形状 を予測
す ることがで きる。 この結果 を応用す るこ とによつて,桿 の細 い不良竹 とな るタケノコを,早 期に間
引 くこ とがで きるので不良竹林 の改 善や良竹材 の増産 に役立つ とともに,堀 りとつた タケノコを食用
に供す ることがで きる。
2.タ ケノコが地上30cmに 伸長 した ときの地 ぎわ直径 と,そ の タケノ コが成竹 した ときの 目通 り
直径,根 元直 径な どとのあいだに も,正 のつ よい相関関係が認め られた。 この結果 は人工 四角竹をつ
くる うえに役立 つ。す なわ ち,四 角竹 をつ くるた めに板桓を タケノコにはめ こむ とき,そ の板梅のサ
イズは,そ の タケ ノコの地 ぎわ直径 よ りも1.5cmぐ らい小 さくすれば良い こ とがわか る。
3.さ らに,タ ケ ノコの先端がやや曲つ てい る もの,縮 小葉 がや や開 いて黄緑色 の もの,簿 耳や小
舌 の毛が黄色味 をおびた タケ ノコは,直 立状 の もの,縮 小葉 が開 いて黄褐色 の もの,簿 耳や小舌の毛
が褐色,紫 色 の ものよ りも,稗 の太い良 い成竹 となる傾 向がみ られ るか ら,タ ケ ノコの地 ぎわ直径の
大 きさによつ て,成 竹 となつた ときの形状 を予測 する ときの参考 にする ことがで きよ う。
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                                  Summary 
    In order to make clear the relation between the shape of young bamboo sprouts and the shape 
and quality of matured  culms, this report deals with the results of investigation in Mosochiku 
 (phyllostachys  edulis) grove of Kamigamo Experimental Forest Station of Kyoto University. 
The outline of the results is as follows: 
  I. Among the relation of the diameter at the base of sprouts 10cm high above the ground to 
the diameter at eye height, diameter at base, culm length and clear length of  culms when the 
sprouts are mature, there are recognized close positive correlations. Therefore, using the dia-
meter at the base of sprouts when their height is 10cm high above the ground, it is possible to 
estimate the shape and quality of matured  culms. This estimation helps improve poor groves 
and increase the yield of good  culms, as it facilitates an  early thinning of poor sprouts that are 
likely to develop into  culms of inferior quality. At the same time these sprouts dug out early 
can be used for food. 
 2• The relations of the diameter at the base part of sprouts 30cm high above the ground to 
the diameter at eye height and at the base of culms when the sprouts are mature, also show close 
positive correlations. This relationship is of use for producing artificial quadrangular culms. 
Because, such culms are produced by placing wooden frames over young sprouts when they are 
about 30cm high above the ground. It can be understood by the result (Table I ) that the size 
of the frames should be smaller by about 1.5cm than the basal diameter of sprouts. 
  3. There is a tendency that sprouts with slightly crooked types, opened and yellowish green 
sheath blades and yellowish hair on  Iigules and auricles, develop into culms of better quality than 
sprouts of upright type with opend and yellowish brown sheath blades and brown or purple hair 
on  ligules and auricles. But since it does not necessarily follow that growth conditions of 
sprouts are better just because they belong to the former type, the dimensions of sprouts must 
always be taken into consideration together.

